
 

  

４月５日の「森カフェづくり」には、初参加の方も含め１４人が参加しました。 

３つの班に分かれての作業は①ヒノキの丸太をランバーメーカーで床板用に製材する 

②デッキに床板をビスで止める③床下にトイレを設置するためのコーナーづくり。 

別枠でロケットストーブ用の薪にする枝を拾い集めて、適当な長さに折ってストーブ

に薪をくべるのを手伝ってもらいました。 

 当日は曇り空で肌寒く、穴を掘って焚火（河内さんが炭を持参）で暖を取りながら

のカフェタイム。午前はドリップコーヒーとパンケーキやチョコレートなどを食べな

がら一息。お昼も焚火を囲んで各自持参のお弁当などを食べました。 

 １０月まで作業を中断するため、デッキや丸太の貯木場をシートで覆った後で、冷

たい飲み物とフライパンで焼いたお好み焼きを食べながら、交流しました。 

 「今期は台風 19号や雨で作業日数が少なかったけれども、新しい参加者も増え、仲

間の輪が広がって良かったですね」「10月の作業再開時には、デッキの上のカウンター

と椅子で〝カフェタイム〟したいな～！」「10月までに“カフェの看板”も準備しなく

ちゃ…」などとおしゃべりしながら山を降りました。（建部） 

 

ランバーメーカーでの 

板引きにも挑戦 


